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助産婦の自己効力の特性に関する研究

分担研究者 加藤 尚 美 沖縄県立看護大学
研究協力者 賀数 いづみ 沖縄県立看護大学

研究要旨：本研究は助産婦の生涯学習のあり方を検討する目的で職場で働く助産婦
を897名を対象に、セルフ・エフイカシー（自己遂行可能感・自己効力）を明らかに
し、助産婦の持つ特性について調査した。助産婦の自己効力の得点は他調査と比較
してやや高い傾向にあった。助産婦の特性として、因子分析の結果「心配性の傾向」
が見られた。また、「失敗に対する不安」や「心配性の傾向」などは年齢や職位が
有意に関係していることも明らかになった。自己効力の得点は今後の教育計画を立
ていく上で参考にしていく上で重要な要素である。本研究では年齢、職位などを考
慮した継続教育の必要性について示唆された。

Ａ．研究目的 Ｃ．研究結果
助産婦が専門職としての能力を十分に発揮し 1.対象者の属性
ていくために、自分自身がやりたいと思ってい 対象者は897名で平均年齢は33歳で(SD=8.58）
ることの実現可能性に関する知識、あるいは自 助産婦としての勤務年数は9年10ヶ月（SD=7.7)
分にこのようなことがここまでできるという考 であった。職位は婦長4.5%、副婦長2.8%、主任
えが必要である。 7.0%、臨床指導者9.8%、スタッフ74.0%であった。
本研究では助産婦の自己遂行可能感を分析す 助産婦教育課程は助産婦学校が最も多く64.4
ることにより助産婦の特性及び生涯学習の指針 %、次に短期大学専攻科25.5%、保健婦助産婦合
を得ることを目的とした。 同課程が8.8%の順で少数ではあるが看護大学卒

業生0.8%（7名）であった。（表1･2）
Ｂ．研究方法
1.調査対象と調査方法
調査対象は病院名鑑より産婦人科を標榜して 表１ 対象者の属性
いる病院を選択し、協力を得られた助産婦897
名である。自己記入式留め置き調査は、1999年 年齢 度数（％） 累積度数
12月から2000年1月に実施、郵送にて回収した

21～30歳 435(48.5) 435(48.5)
2.測定用具 31～40歳 263(29.3) 698(77.8)
自己遂行可能感を測定は、坂野らの[General 41～50歳 164(18.3) 862(96.1)
Self-Efficacy Scale(GSES）」を用いた。 51歳以上 34(3.8) 896(99.9)
本尺度は16項目の構成で、「行動の積極性」 無回答 1(0.1) 897(0.1)
「失敗に対する不安」「能力の社会的位置け」 計 897(100)
である。「はい」「いいえ」の２件法であり、
得点範囲は0－16点である。セルフエフィカシ 助産婦としての勤務年数
ーの高さは、個人が様々な場面において、自己 0～1年未満 99(11.0) 99(11.0)
行動の遂行可能性についてどのような見通しを 1～2年 69(7.6) 168(18.8)
もって行動を生起させているかという目安にな 2～3年 73(8.1) 241(26.9)
る変数である。データの分析は統計パッケージ 3～4年 64(7.1) 305(34.0)
［SPSS］を使用した。 4～5年 62(6.9) 367(41.0)

5～10年 217(24.1) 584(65.2)
（倫理面への配慮） 10～15年 118(13.1) 702(78.3)
予め病産院看護部長に電話もしくは直接に調 15～20年 87(9.6) 789(88.1)
査の依頼を行い、協力を得られる助産婦に依頼 20～25年 70(7.7) 859(95.9)
を求めた。調査データはコンピュター処理であ 25～30年 27(3.0) 886(98.9)
り個人名あるいは回答者を特定する事はないこ 30～35年 6(0.6) 892(99.6)
とを保証した。 40年以上 4(0.4) 896(99.9)

無回答 1(0.1) 897(100.0)
計 897
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表２ 受講した助産婦教育機関

助産婦 保･助合同 短期大 看護系 その他 合計
学校 専門学校 専攻科 大学 無回答

年 21～30歳 度数 241 24 162 7 １ 435
齢 年齢の％ 55.4% 5.5% 37.2% 1.6% 0.2% 100.0%

31～40歳 度数 184 29 49 1 263
年齢の％ 70.0% 11.0% 18.6% 0.4% 100.0%

41～50歳 度数 126 19 17 2 164
年齢の％ 76.8% 11.6% 10.4% 1.2% 100.0%

51歳以上 度数 26 7 1 34
年齢の％ 76.5% 20.6% 2.9% 100.0%

無回答 度数 1 1
年齢の％ 100.0% 100.0%

合 計 度数 578 79 229 7 4 897
年齢の％ 64.4% 8.8% 25.5% 0.8% 0.4% 100.0%

2.仕事の満足感 3.自己効力
現在の仕事の満足感は満足が242名(27.%)不 自己効力として、坂野らの作成した「一般セ
満であるものが580名(64.7%)で無回答が75名 ルフ・エフィカシー尺度（GSES）」の以下16項
(8.4%)であった。満足をしている人の主な理由 目を使用して２件法でたずねた。
は、少数ではあるが助産婦としての仕事ができ ①何か仕事をするときは、自信を持ってやるほ
ている。勤務体制がよい、自然分娩・母乳哺育 うである
に力をいれている。勤務体制が良い、分娩が多 ②過去に犯した失敗や嫌な経験を思い出して、
い。自分の意見を取り入れてくれる。妊娠中か 暗い気持ちになることがよくある
ら産褥期（新生児含む）と継続的にケアできる ③友人より優れた能力がある
などであり、不満足な理由は助産婦としての仕 ④仕事を終えた後、失敗したと感じることのほ
事ができていない、医師との連携が悪い、大き うが多い
な組織のため助産婦としての業務ができない、 ⑤人と比べて心配性なほうである
勤務体制が悪い、妊産褥婦への関わりが少ない ⑥何かを決めるときは、迷わずに決定するほう
助産婦として主体性がない。自律できていない、 である
看護体制として、プライマリーケアができてい ⑦何かをするとき、うまくゆかないのではない
ない、上司との関係が悪い、病院等施設内では かと不安になる
助産婦の立場が認められない、助産婦採用でな ⑧ひっこみじあんなほうだと思う
い、スタッフ不足、助産婦の仕事が生かされて ⑨人より記憶力がよいほうである
いない、発揮できていない、病棟での業務が煩 ⑩結果の見通しがつかない仕事でも、積極的に
雑などであった。少子化に伴い分娩数が減少し 取り組んでゆくほうだと思う
病院経営上混合病棟となり、妊産婦及び病人の ⑪とうやったらよいか決心がつかずに仕事に取
看護で業務が複雑になり、混乱を招いている。 りかかれないことがよくある
などであった。 ⑫友人よりも優れた知識を持っている分野があ
年齢別に満足度をみると51歳以上が12名(35. る
7%)でやや、満足度が高いが21歳から40歳代229 ⑬どんなことでも積極的にこなすほうである
名は26%から29.9%で同程度であり、不満度は、 ⑭小さな失敗でも人よりずっと気にするほうで
21歳～30歳代290名(66.7%)31～40歳代では173 ある
名(65.8%)41～50歳代は100名(61.0%)、51歳以 ⑮積極的に活動するのは、苦手なほうである
上17名(50.0%)は不満であった。 表４はその結果である。全体では「③友人よ

り優れた能力があるーいいえ」(79.7%)、「④仕
事を終えた後、失敗したと感じることのほうが
多いーいいえ｣(77.0%)「⑨人より記憶力がよい
ほうであるーいいえ」(73.5%)「⑫友人よりも特

表３ 現在の仕事に対する満足の有無 に優れた知識を持っている分野があるーいいえ｣
(72.5%)「⑥何かを決めるとき、迷わず決定する

度数 ％ 累積％ ほうであるーいいえ」(63.7%)などの順で割合が
高かった。年齢別にみると「④仕事を終えた後

満 足 242 27.0 27.0 失敗したと感じるほうが多い」「⑦何かをする
不 満 580 64.7 91.6 とき、うまくいかないのではないかと不安にな
無回答 75 8.4 100.0 ることが多い」は年齢が高くなるほど「はい」
合計 897 100.0 が低く「⑥何かを決めるとき、迷わず決定する

ほうである」「⑯世の中に貢献できる力がある
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と思う」は年齢が高くなるほど「はい」と回答 社会的位置づけ」の得点では｢20代」と｢40代｣
している。 「20代」と「50代」の間の平均得点間には有意
職位別にみて婦長・副婦長での高い得点は、 な傾向が見られた。「自己効力」の総合得点で
「①何か仕事をするときは、自信を持ってやる は「20代」と「40代」、「20代」と「50代」の
ほうである」(75.4%)「⑯世の中に貢献できる力 間の平均得点間には有意な差があった。また、
があると思う」(65.7%)「⑬どんな事でも積極的 「20代」と「30代」の間の平均得点には有意な
にこなすほうだ」(58.5%)であった。 な傾向がみられた。なお「行動の積極性」「心

配性の傾向」の各平均得点間には有意な差がみ
4.自己効力の因子分析 られなかった。
自己効力の項目を因子分析した結果が、表5･ 職位別にみると（表8･9）「能力の社会的位置
表6である。その結果、４因子が抽出された。 づけの得点」では「係長・主任」と「臨床指導
第1因子は「⑬どんなことでも積極的にこなす 者」 「係長・主任」と「スタッフ」との間に有
ほうだ」「⑮積極的に活動するのは、苦手なほ 意な差があった。「自己効力の総合得点」では
うである」「⑩結果の見通しがつかない仕事で 「婦長・副婦長」と「スタッフ」、「係長・主
も積極的に取り組んでゆくほうだと思う」「⑧ 任」と「スタッフ」に有意な差があった。「行
ひっこみじあんなほうだと思う」の４項目が含 動の積極性」「失敗に対する不安」「心配性の
まれ「行動の積極性」の因子といえる。第２因 傾向」の各平均点間では有意な差はみられなか
子は「④仕事を終えた後、失敗したと感じるほ った。
うが多い」「⑪どうやったらよいか決心がつか
ずに仕事をとりかかれないことがよくある」 6.仕事の満足感別にみた自己効力
「②過去に犯した失敗や嫌な経験を思い出して 仕事の満足感別（表10･11)でみると、満足感
暗い気持ちになることがよくある」「①何か仕 を感じている助産婦では「④仕事を終えた後、
事をするときは、自信をもってやるほうであ 失敗したと感じることのほうが多いーいいえ」
る」の５項目が含まれ、「失敗に対する不安」 (83.5%)、「⑪どうやったらよいか決定がつかず
の因子といえる。第３因子は「⑤人と比べて心 に仕事に取りかかれないことがよくあるーいい
配性なほうである」「⑭小さな失敗でも人より え」(826%)「③友人より優れた能力があるーい
ずっと気にするほうである」の3項目が含まれ、 いえ」82.2%)「友人よりも特に優れた知識を持
「心配性の傾向」の因子といえる。 っている分野があるーいいえ」(74.0%)などの順
第４因子は「⑫友人よりも特に優れた知識を に割合が高かった。また、不満を感じている助
持っている分野がある」「⑯世の中に貢献でき 産婦では「⑪どうやったらよいか決定がつかず
る力がると思う」「⑨人より記憶力が良いほう に仕事に取りかかれないことがよくあるーいい
である」の４項目が含まれ、「能力の社会的位 え」(78.8%)「③友人より優れた能力があるーい
置づけといえる。 いえ」(78.6%)「⑨人より記憶力がよいほうであ

る(75.7%)「④仕事を終えた後、失敗したと感
5.年代別、職位別の自己効力 じることのほうが多いーいいえ」(73.1%)「⑫
年代別に因子分析をしてみると、4因子が抽 友人よりも特に優れた知識を持っている分野が
出され、その因子の得点についての年代別の自 あるーいいえ」(71.2%)などの順に高かった。
己効力の得点の平均の結果が表7である。 仕事の満足感別の自己効力得点の平均の結果が
各因子の得点の算出法は、基本的には得点が 表 である。この結果から「失敗に対する不安」
高くなると、その傾向性が強くなるように算出 の平均得点のでは有意な差があり、「自己効力
した。「行動の積極性」の得点では⑧･⑮項目 の総合得点」では有意な傾向が見られた。
は「はい」を「0点」、「いいえ」を「１点」と
し、残りの項目は「はい」を「１点」「いい Ｄ．考察
え」を「0点」とした。「失敗に対する不安」の Self-efficacyはさまざまな場面において、
得点では、１項目は「はい」を「0点」、「いい 行動変容を予測する要因として有効であること
え」を「1点」とし、残りの項目は「はい」を が示されており、Bandura(1977）によれば,Se
「1点」、「いいえ」を「0点」とした。「心配 f-efficacyは２つの水準で人間の行動に影響を
性の傾向」の得点では、6項目は「はい」を「0 及ぼすと考えられている。すなわち、特定場面
点」、「いいえ」を「１点」とし、残りの項目 におけるSelf-efficacyの強さは、個人が一定
は「はい」を「１点」「いいえ」を「0点」とし の状況を克服しようとするか否かに影響を及ぼ
た。「能力の社会的位置づけ」の得点では、す しているが、これがSelf-efficacyが行動に影
べての項目は「はい」を「１点」「いいえ」を 響を及ぼす第1水準である。これはSelf-effica
「0点」とした。さらに「自己効力」の総得点は cyは当面の行動選択に直接影響を及ぼすという
②④⑤⑦⑧⑪⑭⑮の項目は「はい」を「0点」 ことである。また、第2に、Self-efficacyがよ
「いいえ」を「１点」とし、残りの項目は「は り長期的に個人の行動に影響を及ぼすというこ
い」を「１点」「いいえ」を「0点」とした。 とが考えられ、Self-efficacyは、個人がいかに
その結果、年齢別の「失敗に対する不安」の 多くの努力を払おうとするか、あるいは嫌悪的
得点では｢20代」と｢30代」、｢20代」と｢40代」 な状況にいかに長く耐えることができるかを決
の間の平均得点に有意な差があった。「能力の 定する要因となっている。そこで本研究では、
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第２の水準を測定するために作られた測定尺度 くなると自己効力感が減るのは、一つには上位
を用いて病院で働く助産婦のSelf-efficacyの になろうとする目標が達成されたことによるこ
測定を行った。 とや管理者という職、いわゆる助産婦としての
本調査による助産婦のSelf-efficacyの得点 実務から離れることによる等が考えられる。さ
の平均値は、7.98(SD=2.78)であり、坂野等の らに、失敗や心配傾向が高くなるということ
大学生男女の平均得点6.58(SD=3.36)より高く は、基本的には管理職となり、仕事上責任が重
小谷野の調査による看護婦では7.37(SD=3.90) くなりそのためであるかとも考えられる。
助産婦は8､39(SD=4､03)であり助産婦のSelf- また、仕事に不満を感じている助産婦のほう
efficacyは他に比べて比較的高い得点である。 が自己効力感が高いのは、自己効力感が高いか
これは社会的活動がSelf-efficacyに対する影 ら現在に対する仕事への不満が高いからとも考
響要因であるといわれており、本対象者は年齢 えられる。自己効力感が高いということは前向
の平均が33.23歳（SD=8.58)であることや、社 きに行きようとする傾向性や、仕事や人生に対
会的活動体験のちがいによるものと思われる。 しての目標設定、仕事への積極的関与などが高
Self-efficacyの項目を因子分析した結果、第 いと考えられるが、現実の仕事は理想とは異な
１因子は「行動の積極性」第２因子は「失敗に りギャップが生まれやすい。そこで不満が生じ
対する不安」第３因子は「心配性の傾向」第４ ると考えられる。
因子は「能力の社会的位置づけ」であった。坂 このように見てくると、婦長・係長等職位の
野等が対象とした大学生では３因子であった ある者の自己効力感をどのように高めるか、ま
が、今回の対象である助産婦は４因子で大学生 た逆にスタッフの自己効力感をどのように保つ
と助産婦との違いが明らかになったといる。こ のか、さらに、不満を感じている助産婦に対し
れは人の命と直接的に関わっている助産婦の特 てどのような満足感を与えていったらよいか重
性ではないかと思われる。 要な問題である。
年齢別にみるSelf-efficacyは「失敗に対す 助産婦という母子のケアの専門家として、生
る不安の得点」では20歳代と30歳代、20歳代と 涯学習を続け、社会に貢献していくために今後
40歳代では有意に差があり、経験年数により不 このような状況をふまえ教育の在り方について
安が増加していくという傾向にあり、返せば慎 検討をしていく必要がある。
重を期していることや、仕事への恐怖が強いと
もいえよう。Self-efficacyの総合得点では20 Ｅ．結論
歳代と40歳代、20歳代と50歳代では有意に差が 助産婦の自己効力の特性及び今後助産婦の自
あることは自己効力が高い20歳代、やや低い50 己効力感を高めたり、維持していくためへの基
歳代についてそれぞれ年代に必要な教育のあり 礎的資料を提示した。助産婦の特性として、以
方が示唆された。 下のことが明らかになった。
次に職位別にみるSelf-efficacyの総合得点 1)助産婦のSelfu-efficacyは、既調査の大学生
から見ると婦長・副婦長とスタッフ、主任・係 男女や看護婦との比較ではやや高い傾向である。
長との間に有意差があることは職位別の研修や 2)助産婦のSelf-efficacyの因子分析の結果、
教育の必要がある。また、当然とは思われる社 坂野等の因子分析の「失敗に対する不安」が
会的位置づけの得点が臨床指導者が最も高く、 「失敗に対する不安」と「心配性の傾向」の２
スタッフ、婦長・副婦長の順である。臨床指導 因子に分離した。大学生の因子と社会経験・活
者の年齢を見ると30歳代が多くを占め、仕事に 動をしているもの、及び人の命と対峙している
慣れ指導者としての位置づけがそうさせている 者の違いではないかと思われた。
ものと思われる。年齢が高くなることや、職位 3)助産婦のSelf-efficacyが中でも特に「失敗
を得ることにより自己効力が下がっていく事は に対する不安」や「心配性の傾向」などは年齢
責任感の重さからくるものか、慣れからくるも を経たり職位が高くなると得点が高くなる傾向
のか今後の課題としたい。 が見られた。
仕事の満足感別に見るSelf-efficacyは「失 4)「能力の社会的位置づけの得点」は年齢がや
敗に対する不安」の平均得点では、満足してい 職位が高くなると得点が低くなる傾向である。
る助産婦と不満感を持っている助産婦との間に 5)年齢を経たり、職位が高くなると得点が低く
は有意な差があるが、総合得点を見ると、不満 なる傾向がある。
に思っている助産婦はSelf-efficacyが高くな 6)仕事に不満を感じている助産婦のほうが「自
っている。 己効力」の得点が高い傾向にある。
以上のことから、Self-efficacyの得点で特 これらのことから、今後助産婦に対して、自己
に「失敗に対する不安」や「心配性の傾向」な の行動の遂行可能性についてどのような見通し
どは年齢を経たり職位が高くなると得点が高く を持って行動を生起させていけるか、目安とな
なる傾向が見られ、逆に「能力の社会的位置づ る変数が明らかになった。先進諸外国の助産婦
けの得点」は年齢を経たり職位が高くなると得 達は免許いわゆる資格の更新を常に考え職業を
点が減少する傾向にある。さらに、年齢を経た 続けていく限り学習を続けている。日本ではこ
り職位が高くなると自己効力感が減る傾向にあ のような制度が確立していないためため終身資
ることが解った。また、仕事を不満に感じてい 格ともいえる免許制度である。母子の健康の担
る助産婦のほうが「自己効力の得点」が高い傾 い手として常に学習が必要であり、そのために
向である。これらのことから、年齢や職位が高 も、助産婦の継続的な学習効率を考えた教育が
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必要がある。
本研究は、年齢や職位などを考慮に入れ、効果
的な継続教育のありかたの方向性を示唆した。
自己効力を高めていく方略については今後のさ
らに検討を重ねていく必要がある。
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